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X線透税に依ろ害鍛槍査騙除

及生態研究に就て

入　木誠　政

　レンチエン線が醤學に於て診断及治擁上重要なる役目塗なL居る
は今更言ふを待7Zす。ヌ生物の登生或は組織に封する影響の純理研

究及之れが慮用に關する文献も亦枚暴に、暇なL。殊1こ近時極々なる

物質の品璽槍査にレンチエ嚇の慮用さる5事實に涯盛を極む・

　X線が昆録を封照ご，して用ひられた為研究は他の生物の瘍命に於

ける論文に比し其の数甚少し。帥趨姓の研究’LeしてF。rel及Dufbur

が蟻（Formic蝿allguhlea）を用ひてなしネガチブの結果をa4　tzるもの

鷲他1：　Axelifeltが蝿（Musea）を用びて貧しX線を避ける結果細碍にる

購の外曝て騨繹なる期・x線を投旗等の毘鍵鮪を止
めStet’ilごなれる事のみを論じだるものにして一も余が此慮にて饗

表せんごする方面に實験を行ひたるものを見出さS“るなり．，故に其

等の研究齎即ち80rdier．　Galimayd．　Has七ings・Beckton・Wedd・Hasebroe

ek，　Hunter．M。rgan．　Runn（｝r．諸氏の研究内容に關しては此虜に抄論す

る必要なぎを蹴て其は後日該方面に關する余の研究爽表の際に譲ら

んεす，　　　　　　　・『　　　　　　　　　　　l　l，’
｝余はク／eリツ霧の管を用ひ．樹木。草本．穀物．衣服。材料．寡具等

に潜入せる昆鐙類の存在蕩所を透覗し得tzるが二此の事よりして是

等毘最の騙除並に生態研究に樹しX線利用により從卒行ひ來れる方

法よりも」二暦の確蜜さご精細さごをヵ口へ得るものなる事並・匹麟物験

査或は植物搬査に於てもX線を使用さる．5は甚だ有利なるtY“　＊を此

慮に提言鷺んξする者なFi、

　　　　　材　　　料、

　透覗實験の材料に先づ天牛の幼愚の潜在せる樹木を用ひ次で果實

稻桿二米．大豆．羊毛．毛布。竹材。樫材等を透視したb。而して是等材
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　　　　　？t
料中に存せる蜀照昆巌の種名は次の如し。
　　ク，・カミキリ（幼鋤Apri・na　rugi・。ll…・dhev・

　　シ・スジカミキリ（幼鐡）B蔓tQce…line・lata　Chev・

　　ゴマダラカミキソ（幼愚）Mela1・a・ster　ehinensis　F6・st・

　　ノレJlカミキリ（幼鐘），、　ChreOIlom緬orLullei　Thogn・

　　リ　ソゴソコミ　キリ（幼愚）　Obeteajaponiea　Thumb．

　　ブドウスカシノh“（幼嶽）SciaPteron　regale　Bntli

　　カシメィ頭（幼鵡）　Pylaris　fiurinfllis・

　　／蝋幼鍛）Tinea　pelliollella　L

　　コクゾウ（幼錨）C・lan・1・脚・；畑L　tt　　　・

　　二’カメィチュウ（幼i懸）　Cl」ilo　synユplex　Butl・

　　ヘウホソムシ（幼愚＞Pty　ntt’s　fur　TJ・

　果實は昂1ブルオレソヂ夏蜜枇紀州蜜柑．林檎．梨．柿．西瓜（小笠

原産）バナ・を用ひたれご．害鍛の居らざりし爲め。故意にノリカミ

キリの幼鍛をピン老ットにて穿ちたる穴に挿込して透親せり。竹材

及び樫材は赤朋被服厩1ご在勤の磯部辰雄氏より借用せるものにして
巽にS・・li・i・］ae．　（Z）被害あbい・．鰍内細・雌艦覗出さざりき・

　　　lt　：實　鹸　方　法

　余は始め土田獄縣專門學校に於てギバの管を用ひ試瞼ぜるも是は

少しく軟に過執Soft　Ray）tzるを以て大正十二年末より本年・・一月にわ

たb専ら農商務省西ケ原農事試験慶に於て同所の淺械を用ひて實瞼

せり。

　先づ約三ミメの鉛板を着せたる木箱中にクーリツヂ管を縦に躾匿

し箱の側面に穿ちたる二吋D圓孔よリレンチ干ン線を放出する方法

を以て各々の材料を此の圓孔の直前に持來b如何あ・るVbl　faLge・ご

AmPdrage・ごHardlless・に於て内部の鵡が最も明瞭に透親し得るや

を研究せり．此Fooal　distanee・は升糎こせり。

　余の用ひし樹木の材料中最も堅く且つ太き樹木は栗及桑にして直

経約二吋のものなりき。其他は皆是以下の太さなりしが各種類に樹
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する最高より最低迄の電歴其他左の如し。

　栗．桑。1！i｛樹（直纒一一二吋）入乃至四千ボノVド四・六ミリアムペア。

硬度六一七。

　昂樹．梨。葡萄（直経Cン・五吋）六万ボルド四・○ミリアムペア。硬度五

一六

　　米。隠元豆．，四万二千ボノレド四・Qミリアムペア

　　稻　稗．　全　上

　　羊　毛。　全

　　果物（西瓜）バナ・十万ボ・レド．乃至入万四千ボノレド．四・六ミリ

　　アムペア

　右の如き程度に電遷を調節する事により．各々に適慮せる透愚度

の線を生ぜしめ得たり。而して其の調節の如何により同一昆愚に封

しても。愚膿をfり1瞭ならしめ或は食害部を歴然たらしむる等自由に

なし得るものこす・例へば天牛の孔中を移動する運動法の如きは明

かに且つ自然に槻察し得る所なip。

　　　　　透　射爲　眞　　　　　　　　　　　　　　　　，

　余は前記の電屡其他に於「τ凡ての材料に樹するR墨しdi・gr日ph・を撮り

たb．而して果物及ひ三十二枚の毛布の中央に小甲鍛を入れナeるも

の1こ種が不明なる影像を残せるほか凡て朋瞭なるプV一ト惣製作

骨り。然れこも是等のレンチエン爲翼は現今行はる、雑誌の綱目銅

板等に明瞭に印刷し得るや否やは疑問なるを以て銅板印刷ならば多

少拙劣にても其の影像を現出し得るご思はる、厳葉の寓眞を掲出す

，6こごにせり゜｝　　　　　，

而もなほ二れ等爲翼の紙面に現はれざるものあらば願はくば．譲渚
これを諒tSiせぢれよ。

　　　　偽眞説明）

　（1）輩樹を食害せる孔道中に居るゴマダラカミキリの歩行せんこ

　して体を伸せし勝にて乾板にては環節明かなり。

　（2）革樹中に静止サるゴマダラカミキソにして。多少明るき部分
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　　　　　as　　は食害せし所0は糞孔なb。

　（3）梨樹枝中に入り越冬中のノンリカミキリの幼鐡にして0は浸入

　及びi糞孔を兼ねたる穴なり。

　（4）葡萄中に居るブドウスカシバの幼顕

　　（5）稻桿中にて越多しつ、ある二化瞑鋤の幼愚四匹也。左方の稻

　稗には鍛居らす少しく暗く経れたる部分は飾なb。　　F

　　（6）隠元豆を食害せるカシメEがの被害状態なり。これを外部よ

　　り見たる時は．小乳一個あるのみなるが内部は糞を以て充さ軋

　　幼鐡は居らす。

　　（7）外観にては完全なる米粒の形を保てこも透親せばコクゾウの

tt @幼患。叉は蜥の居るもの．或は察こなれる．米粒にして．Lは幼鍛Pは

　　蜻の居る者なり。

　　（8）厚く毛の附着せる羊毛の二枚の中にイガの幼鐡が潜みおるも

　　のにして且離大なる爲め鑛大せられ居るものなり。

慮用方法及び結論

　昆轟の外骨格を構成せるキチン質は．卵幼愚及び成錨期セ通じて

レン九ン線の吸牧性強く．幼鍛体にても生活せる樹木の木質部の吸

牧性の約二倍乃至四五倍なり．（此項につきては他甲詳論すべし）故

に植物組織中に棲息せる昆鐡の所在はX線を以て明かに透親し得。

從つて其の生態磯及び離騰にX線を使用す貯璽棚鱗面の
みあ燃或は切購によりて行はRvナ・る槍査を灘物全体にわや

同時に立騰的に完行するを得るなり。殊に野外の立木中に綾息せる

天牛科（Cerambyeidae）象鼻巌科（（1！uruulinoi（1　ae）小癒愚科（SGO’1アticl，，1）

或は蛾の幼患類其他一一・一一切の］30ring　lnseeLを完垂に槍出し得るを以て

細枝中なるは刺殺し大木中なるは藥品注入其他の騙除極めて簡輩に

且つ有効に執行し得るts　・b。一般天牛の騙除に當う該幼鐘の所在探

索法は糞孔の位置等により推定し得る蕩合あり．無花果の樹木中に

居るクで・カミキリの糞口間の且離は成長に比例して長くなる事實あ

b。（昆愚世界．第二十七窓第三百五號．無花果の桑天牛幼鍛騙除法八
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木．三好盛照）此の事によbほIS“幼鐡の在所を推定し然る上にX線を

用ふれば所在確牢して騙除は完全に行はる《N‘’し。

　昆愚の所在は大木中ならざる瘍合．樹陰極線の遊珈こより内部の

食害せる孔道ε糞孔Sの位置の相關的際影（螢光板上の）を以て推知

し得一“一けれざも。大木中に幼鹸の存在する時は如上の推定困難なる

やも知れす．斯る際はX線管を螢光板ご並行に君干の亘離を移動せ

しむれば其れによ畷貢膿の一点が螢光板上を小許反甥の側に移動

すべし．此の二者の移動亘離を則定せぱ螢光板或は樹表面より錨体

までのE離は幾何畢に依bて容易に求め得るなり．帥ち左の如し。

　　　　（1），　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　恥B　’s’CREdw　ACは樹陰極線の移動亘離
　　　　’　　　　　　　　　L．　1

　　　　蟻勿翌ξB昊詮E一器（AB－．xse・　・　・　’．”

　　　　　　　　　　　　　　．X，AC：＝13D，AB－X，BD　　　1

　　　　　　、　　　　　　　　　X（BD十AC）需BD，AB

　　　’，　・．・、、　！スr器課琵　　，　，i、

　　　　A　”i”　　n
　　　．4　NtTl　－－Ot1　7．　UOD　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

右の式に既釦の数字を入るればXは求めらる。

　斯ぐの如くにLて樹木中の鍛体の位畳を知れば外部より特別なる

刺殺器を用ひ．慮に刺殺し得。（此の器具セよ他日覆衷すべし）

　生態研究に於て．樹木内部の昆鐘の成長或は。体長をスクy一ンに

IProject　‘Uる像影より三角法を以て舞出するこご容易なb、此あ際は

樹陰極線を螢光板に垂直に移動せしめ戯体も二者間に並行に位置す

る様器具を麗くを要す。　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　，
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EiP　二圖に於てEDを求むる鐡体こせぱ

　　　　（2）　　T・11細一器よ騨C8練蝿
酬一α脳Dk』同様にして徹c，Bも勅る鵬

tV　　　ゲ

嫡

　　　　　」
　80刑ヱ蜘N　　　・　，　　　、　　　　　　　　　　¢A

　即此計箕法を用ふれば螢光板ご鐡体の亘離も箕出し得る理なり。

X線管を野外に使用せんには携帯可能なるを要す。これには米國の

GE會肚製或は日本製の馨療に使用する携帯用X線装置あれざも高、

儂なるを以で簡軍に工夫するを可εす。余は貴験に蓄電池を用ひ約

三十ボノYドの電歴を中型インダクミョン．コ／ノレを用ひて適當なる

高tw　Sして使用しtz　b。是れにク・・－ptリソヂの管を使用せは．極めて簡

軍に目的を達し得るなb。野外に於て局部的暗室例へば樹木の幹の

一部を被覆する暗箱を工夫せば書間作業差支ひなからんも夜開に於

て行はば暗室を要せす然も自由に行はれ得べし。

　室内に於て植物或は鍛物其他の槍査にX線を用ふる節は適當なる

大きさの木箱に鉛板三ミリメ・一一・トノレ以上のものを着せ。箱の側面に

及び上方に目白勺に適當なる穴を開け。箱の上面の穴には薄き布叉は

紙を張りて物体の箱中に落下するを防ぐべし。画して此所に於ては

主こして小なる強査物例へば穀物類の如きを擾視するに使用し側面
　　　　　｛の孔に於ては大なる樹木等を透覗せば可なb。余は專ら横孔にて観

察しナ巳れこも微細なる物には不便の点あり。X線放射に際し人体に

e　　　∴角CO・D及角CDC，を勅るを得

　　　　　　　次に△ABGよりACを求め得らる

、　　　器一器一器な・故
　　　　　　　　　　CE　＝CD，9t－
　　　　　　　　　　　　　　cA．　　・

／　　　　　DE＝＝AB・CD　・



鳩

1

㊦

一

　　　　　　　鵬　　　　　　　　　　　　　　．　　　，．
@　　　　　　　　　　　 丁，
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適當なる保護を行ふは言を待たす。

　以上記し來れる如くレソチエン線の使用は純昆愚學及び鷹用昆錨

學上に一暦の進歩を與へ得るものこ信す。

　　此實験をなすに當b西ケ原農事試鹸場昆鍛部木下技師其他諸賢

　並に栗山技師を煩はしたる事多し。又磯部辰雄氏は陸軍被服廠の

　材料を貸與9　ito　tzり記して以て深厚なる謝意を表はす。（大正一三。

　一・二三）

温度の高低と璽兇の潰化機能

の遅速に就て解剖的實験

’高橋清七　大石卓壽　中村由枝

　　　　　　　1・　緒　　　冒

　　　　　　　II’　第・一一・回實瞼

　　　　　　　II工　第苓園實瞼

　　　　　　　1・v・・第三四實瞼

　　　　　　　v・．概　　括

　　　　　　郵工　養獄上に於けるJQ｛用　　　　　　　　l

　　　　　r　緒　　言

　温度の高低ご獄兇の溝化この關係に就ては澤村農學博士．州島
　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユ）勝次郎氏．池田榮本郎等諸氏の研究あり．羅村博士は高低温度を異

｝こせる（高温室は23－－24℃低濃室は18－19°C）室内にて慰児を飼育

し温度の高低によりて獄兇の消化吸枚・に如阿なる蓮異を來すものな

るやを化學的に試瞼せり。而しし丁其結果高温育ε低温育ごは獄兇の

消化吸牧に格段の差異を認めざるも食桑量に於ては低温育は高温育

に比して25・－51％劣り獄免の生長1：於ては高温育ご低温育ごは100

ご53・40の比をなし高温育の著しく優れるを駿表せb．著者等は解

の澤村農學落士搬見の酒化吸牧と氣温tの關係　大属本盤緕會報　No．188，　N（）．290


